
平成26（2014）年８月10日（13） 秩父市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問

問　

特
例
期
限
が
迫
る
合
併
算
定
替
え

対
応
と
財
政
健
全
化
計
画
の
実
績
と
今

後
の
展
望
は
。

答　

普
通
交
付
税
の
大
幅
減
額
に
備
え
、

減
債
基
金
を
積
み
立
て
中
で
あ
る
。
財

政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画
通

り
実
行
を
し
て
い
く
。

問　

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分

析
検
討
期
（
２
ス
テ
ー
ジ
）
の
進
捗
は
。

答　

現
在
、
各
施
設
の
情
報
を
ま
と
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
雇
用
政
策
に
つ
い
て

問　

本
年
よ
り
実
施
さ
れ
る
「
ち
ち
ぶ

地
域
創
業
支
援
事
業
」
お
よ
び
、「
実

践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」
と
は
。

答　

起
業
者
に
対
す
る
支
援
事
業
と
雇

用
創
造
が
期
待
さ
れ
る
事
業
分
野
に
対

す
る
推
進
事
業
で
あ
る
。

問　

各
種
企
業
支
援
、
雇
用
対
策
、
各

事
業
推
進
機
関
と
の
繋
が
り
を
、
分
か

り
易
く
伝
え
る
方
法
に
つ
い
て
。

答　

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
。

●
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て　

問　

市
民
参
画
事
業
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
に
対

す
る
広
報
、
周
知
方
法
は
。

答　

引
き
続
き
説
明
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
報
等
に
て
情
報
発
信
し
て
い
く
。

問　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ー
フ

ス
ク
ー
ル
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
認
証
の
進
捗
状

況
は
。　

答　

モ
デ
ル
校
の
３
校
と
も
に
、
順
調

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

秩
父
市
で
は
、
秩
父
市
経
営
方
針

そ
の
第
１
項
目
に
産
科
医
療
の
確
保
を

掲
げ
て
い
る
が
、
産
科
開
設
に
向
け
て

目
標
年
度
の
設
定
、
ス
タ
ッ
フ
、
施
設

の
規
模
等
の
計
画
、
必
要
経
費
の
概
算

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
助
産
師
の
育
成
、
ハ
イ
リ
ス
ク
出

産
へ
の
対
応
は
。

答　

勤
務
し
て
い
た
だ
く
医
師
が
現
在

は
確
保
で
き
て
お
ら
ず
、
確
保
で
き
次

第
、
計
画
お
よ
び
概
算
を
す
す
め
て
い

く
。
助
産
師
に
つ
い
て
は
市
内
産
科
へ

研
修
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
イ
リ
ス

ク
な
妊
産
婦
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
考
慮

し
関
係
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

問　

秩
父
市
に
お
け
る
妊
産
婦
さ
ん
の

う
ち
、
１
割
位
の
方
が
秩
父
地
域
外
の

産
科
を
受
診
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
が

そ
の
理
由
と
支
援
策
は
。

答　

理
由
と
し
て
は
、
リ
ス
ク
の
高
い

出
産
を
考
慮
す
る
方
、
秩
父
で
は
待
ち

時
間
が
長
い
た
め
、
里
帰
り
出
産
の
た

め
等
と
考
え
る
。
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

ケ
ー
ス
が
様
々
で
あ
る
た
め
見
送
っ
た

経
緯
が
あ
る
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
導
入
さ
れ

数
年
経
過
し
て
い
る
が
、
納
税
の
件
数

金
額
の
推
移
、
納
付
時
の
特
典
等
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

過
去
３
年
間
の
実
績
で
は
、
件
数

金
額
的
に
も
伸
び
て
い
る
。
特
典
に
つ

い
て
は
、
納
付
金
額
に
応
じ
て
、
市
内

観
光
文
化
施
設
招
待
券
や
特
産
品
を
差

し
上
げ
て
い
る
。
制
度
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
今
後
も
調
査
、
研
究
を
し

て
い
く
。

◎
山
間
地
域
の
大
雪
対
策
に
つ
い
て

◎
中
津
川
い
も
に
つ
い
て

産
科
医
療
に
つ
い
て

清
流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

赤赤あ
か
い
わ

あ
か
い
わ岩岩　　

秀秀ひ
で
ふ
み

ひ
で
ふ
み文文

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て清

流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

黒黒く
ろ
さ
わ

く
ろ
さ
わ澤澤　　

秀秀ひ
で
ゆ
き

ひ
で
ゆ
き之之

インターナショナル・セーフスクール花の木小学校

財政健全化計画
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

伝
承
館
内
の
劣
悪
な
作
業
環
境
や

市
民
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
等
は
、
建
設
延

期
の
最
長
６
年
も
の
間
、
と
て
も
待
て

る
状
況
に
無
い
。
早
急
に
市
の
空
き
施

設
等
を
活
用
し
た
再
配
置
が
必
要
。

答　

今
後
、
組
織
の
再
配
置
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
高
齢
者
福
祉
の
現
実
と
課
題

問　

老
老
介
護
世
帯
や
認
知
症
介
護
世

帯
で
は
、
介
護
を
す
る
方
の
健
康
破
壊

や
虐
待
な
ど
で
、
命
に
関
わ
る
ほ
ど
切

迫
し
た
事
態
に
陥
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
行
政
と
し
て
、
早
急
な
対
応
は
。

答　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
以
外
の
実
態

は
、
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
周
知
や
地
域
全
体

で
の
見
守
り
が
重
要
。
虐
待
は
、
早
急

に
対
応
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
。

●
徳
島
県
神
山
町
に
学
ぶ
ま
ち

づ
く
り

問　

今
、
徳
島
県
の
山
間
に
あ
る
人
口

６
千
人
足
ら
ず
の
神
山
町
が
、
移
住
者

が
押
し
寄
せ
、
テ
レ
ビ
等
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
魅
力
的
な
町
に
変
貌
し
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
考
え
は
。

答　

秩
父
市
で
も
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組

ん
で
い
る
。

●
「
ち
ち
ぶ
巡
礼
バ
ス
」
の
通

年
運
行
を

問　

今
、
レ
ト
ロ
な
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

が
市
内
を
走
り
回
り
、
観
光
地
ち
ち
ぶ

の
ア
ピ
ー
ル
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
観

光
地
ち
ち
ぶ
の
本
気
度
を
示
す
た
め
に
、

ま
た
市
民
の
買
い
物
等
の
足
の
確
保
と

い
う
面
で
も
、
ち
ち
ぶ
巡
礼
バ
ス
の
通

年
運
行
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

西
武
観
光
バ
ス
に
対
し
、
継
続
し

て
運
行
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
き
た
い
。

問　

秩
父
市
の
高
齢
化
の
進
展
状
況
と

課
題
。
軽
度
認
知
障
害
の
早
期
発
見
と

早
期
予
防
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

答　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
、

現
在
28
・
９
％
。
平
成
35
年
に
は
、
高

齢
化
率
32
・
６
％
で
、
約
３
人
に
１
人

が
高
齢
者
と
い
う
状
況
に
な
る
と
推
計
。

独
居
高
齢
者
の
生
活
支
援
や
認
知
症
対

策
が
必
要
に
な
る
。
平
成
21
年
か
ら
取

り
組
ん
だ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

数
は
４
７
５
３
人
。
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
７
％
で
、
県
平
均
の
２
・
３
％

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
は
第

６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
の
前
段
階
の
状
態
で
あ
る
、
軽

度
認
知
障
害
を
発
見
す
る
た
め
の
「
あ

た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
や
「
認
知
症

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
」
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期

予
防
へ
の
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
り
、

他
市
の
実
績
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

●
成
年
後
見
制
度

問　

当
市
の
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

事
業
実
施
要
綱
を
、
市
長
申
し
立
て
以

外
の
人
で
も
利
用
助
成
の
対
象
と
な
る

よ
う
、
見
直
し
が
で
き
な
い
か
。
ま
た

１
市
４
町
の
連
携
で
、
同
内
容
の
要
綱

を
定
め
る
事
が
可
能
か
。
ま
た
今
後
の

市
民
後
見
人
の
養
成
に
つ
い
て
取
り
組

み
は
。

答　

財
政
状
況
や
他
の
問
題
点
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
今
後
は
郡
内
で
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
い
く
。
市
民
後
見
人
養
成
研

修
を
11
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
開
催
。

約
20
名
を
募
集
し
９
日
間
の
研
修
を
予

定
。
市
民
後
見
人
の
養
成
に
努
め
る
。

◎　

予
防
接
種
に
つ
い
て

認知症の早期発見のために「あたまの健康チェック」

ちちぶ巡礼バスを紹介したパンフレット

認
知
症
対
策

公
明
党　

公
明
党　

福福ふ
く
い

ふ
く
い井井　　

貴貴た
か
よ

た
か
よ代代

庁
舎
等
の
建
設
延
期
と

　
　
　
　

今
後
の
対
応
は

金金か
な
さ
き

か
な
さ
き崎崎　　

昌昌ま
さ
ゆ
き

ま
さ
ゆ
き之之
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
愛
好
家
は
自
慢
の

庭
園
を
見
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
方

が
多
い
。「
市
民
に
よ
る
花
の
お
も
て

な
し
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を

紹
介
す
る
マ
ッ
プ
を
作
製
し
て
は
ど
う

か
。

答　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
市
民
協
働

に
よ
る
「
花
の
お
も
て
な
し
」
で
あ
り

大
変
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。

花
の
効
果
は
観
光
誘
客
に
重
要
で
必
要

な
事
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
芝
桜
イ
ベ
ン

ト
期
間
に
羊
山
公
園
に
向
か
う
道
中
で

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
実
施
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
、
散
策
マ
ッ
プ
を

作
製
す
る
な
ど
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ

せ
た
形
で
検
討
出
来
る
と
思
う
。

問　

秩
父
の
宮
妃
殿
下
の
名
を
冠
し
た

「
プ
リ
ン
セ
ス
チ
チ
ブ
」
を
市
役
所
本

庁
舎
や
各
支
所
に
植
栽
し
、
広
く
市
民

に
知
ら
せ
た
ら
ど
う
か
。

答　

今
後
、
新
し
い
市
民
会
館
を
建
設

し
た
際
に
は
、
宮
内
庁
に
ご
承
認
を
い

た
だ
き
引
き
続
き
「
秩
父
宮
記
念
市
民

会
館
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
か
ら
「
プ

リ
ン
セ
ス
チ
チ
ブ
」
の
植
栽
は
本
庁
舎

よ
り
も
市
民
会
館
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
。
今
後
、
関
係
部
局
と
協
議
を

重
ね
方
向
性
を
決
定
し
た
い
と
思
う
。

●
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問　

導
入
の
考
え
は
。

答　

導
入
を
し
た
多
く
の
自
治
体
で
は
、

健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
や
、
体
を

動
か
す
事
を
通
し
、
が
ん
検
診
・
特
定

検
診
の
受
診
率
向
上
や
、
将
来
の
医
療

費
削
減
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
。

実
施
す
る
場
合
に
は
、
最
大
の
効
果
を

得
る
事
が
で
き
る
事
業
内
容
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

●
合
併
協
定
に
お
け
る
大
滝
地

域
の
施
策
に
つ
い
て

問　

仮
称
大
滝
ト
ン
ネ
ル
の
現
状
。
温

泉
を
利
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
療
養
施
設
に

つ
い
て
大
滝
地
域
で
は
協
議
会
を
立
上

げ
積
極
的
に
こ
れ
を
推
し
進
め
た
い
と

い
う
地
域
の
声
に
対
す
る
支
援
は
。

答　

落
石
や
災
害
時
に
必
要
だ
。
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

●
雪
害
対
策
の
現
状
と
見
通
し

は
問　

雪
害
対
策
の
現
状
と
将
来
の
見
通

し
は
。
被
災
農
家
は
再
建
す
る
の
に
も

ま
だ
ま
だ
と
の
事
、
さ
ら
に
国
や
県
・

市
の
助
成
が
あ
る
と
言
っ
て
も
経
費
が

個
人
の
負
担
は
か
か
る
と
不
安
を
の
ぞ

か
せ
て
い
る
が
。

答　

大
雪
被
害
対
策
に
関
す
る
農
水
省

の
通
知
を
受
け
、
調
査
し
、
申
請
な
ど

手
続
き
に
つ
い
て
支
援
し
対
応
し
た
い
。

●
第
６
期
介
護
保
険
制
度
と
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

要
支
援
者
へ
の
訪
問
・
通
所
介
護

を
保
険
給
付
か
ら
外
し
て
市
町
村
の
事

業
に
移
す
の
は
「
受
給
権
の
は
く
奪
」

で
あ
り
、
要
介
護
１
〜
２
の
人
を
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
対
象
外
と
す

る
こ
と
に
道
理
は
な
く
「『
介
護
難
民

化
』
を
深
刻
に
す
る
」
だ
け
で
あ
る
。

答　

訪
問
・
通
所
介
護
は
地
域
支
援
事

業
に
移
行
の
予
定
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
提
示
は
ま
だ
で
あ
る
が
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
各
事
業
所
と
協
力
体
制

を
と
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
利
用
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
体
制
づ

く
り
を
可
能
な
限
り
進
め
た
い
。

◎
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

クマの出没は大雪によるエサ不足の影響か（４月下旬撮影）

市
民
に
よ
る

　
　

花
の
お
も
て
な
し

公
明
党　

公
明
党　

大大お
お
く
ぼ

お
お
く
ぼ

久
保
久
保　　

進進
す
す
む
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